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2025.4.7-13
But grow in the grace and knowledge of our Lord and Savior 
Jesus Christ. To him be glory both now and forever! Amen.   II 
Peter 3:18

礼拝メッセージフィードバック

L T G　ガイド

  
＜今日の聖書箇所は…＞

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望①神のみこころは？（信仰のあり方、希望
の約束、愛の満たしなど）の約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願②どんな思いになりましたか？（感情や願
いなど）　いなど）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたの③生き方にどう適用しますか？（あなたの
どの部分を主は扱おうとしておられますどの部分を主は扱おうとしておられます
か）か）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

①祈り、賛美によって主がここにい
　てくださることを信じ、聖霊様を
　あがめます。　　
②互いの存在を感謝し、尊敬すると
　ころを分かち合いましょう。
③ディボーションの分かち合いをし
　ます。
④セルの目的と働きについてみなで
　共有して、祈り、遣わされて行き
　ましょう。

家族礼拝ガイド
  年長のクリスチャンがリードしてく

ださい。進め方にはいろいろな意見が

出るかもしれませんが、「主に期待す

る」信仰が最も大切です。 いつもの家

族でいいのです。 　
①この１週間で神様はすばらしいと
　感じたのはどんなこと？
②この１週間でお互いにどんなこと
　を感謝しますか？（または誉めた
　いですか？）１つだけ。
③聖書のみことばから、どんな実践
　をして、またどんな恵みがありま
　したか？　　
④互いの必要のために祈りましょう。

①お互いへの感謝と誉めることを分
かち合いましょう。（２～３つ）

② 1 週間の罪を言い表して悔い改め、
互いに祈りましょう。

③礼拝メッセージの分かち合いをし
ます。
  礼拝メッセージの分かち合いが難
しい場合はディボーションの分かち
合い（なるべく短く）　　　

④預言の祈り（主の御心を宣言して
祈り）をします。　

セル　ガイド



　11:1 さて、民は【主】に対して、繰り返し
激しく不平を言った。【主】はこれを聞いて
怒りを燃やし、【主】の火が彼らに向かって
燃え上がり、宿営の端をなめ尽くした。
11:2 すると民はモーセに向かってわめき叫ん
だ。それで、モーセが【主】に祈ると、その
火は消えた。
11:3 その場所の名はタブエラと呼ばれた。
【主】の火が、彼らに向かって燃え上がった
からである。
11:4 彼らのうちに混じって来ていた者たちは
激しい欲望にかられ、イスラエルの子らは再
び大声で泣いて、言った。「ああ、肉が食べ
たい。
11:5 エジプトで、ただで魚を食べていたこと
を思い出す。きゅうりも、すいか、にら、玉
ねぎ、にんにくも。
11:6 だが今や、私たちの喉はからからだ。全
く何もなく、ただ、このマナを見るだけ
だ。」
11:7 マナはコエンドロの種のようで、一見、
ベドラハのようであった。
11:8 民は歩き回ってそれを集め、ひき臼でひ
くか臼でつき、これを鍋で煮てパン菓子を
作った。その味は、油で揚げた菓子のような
味であった。

　不平や不満はどこにでも見受けられます。問題は　不平や不満はどこにでも見受けられます。問題は
その動機や信仰の状態です。ここで主は「これを聞その動機や信仰の状態です。ここで主は「これを聞
いて怒りを燃やし」ました。民は「激しく不平をいて怒りを燃やし」ました。民は「激しく不平を
言った」とありますが、このような言動は共同体に言った」とありますが、このような言動は共同体に
害を与えて前進を妨げるからです。ここに共同体の害を与えて前進を妨げるからです。ここに共同体の
働を害するような不平だったのです。働を害するような不平だったのです。
　「わめき叫んだ」とあります。信仰の判断はな　「わめき叫んだ」とあります。信仰の判断はな
かったでしょう。感情的になることで、煽られる人かったでしょう。感情的になることで、煽られる人

がいるのです。がいるのです。
　「彼らのうちに混じっていた者が」とあります　「彼らのうちに混じっていた者が」とあります。。
イスラエル人の苦難と神の救いのわざを良く知らイスラエル人の苦難と神の救いのわざを良く知ら
ない者が、自分の見方や感じ方で不満を感じてしない者が、自分の見方や感じ方で不満を感じてし
まいました。ですから群れに加わるということはまいました。ですから群れに加わるということは、、
その群れの歴史、何よりも主が導いてくださったその群れの歴史、何よりも主が導いてくださった
みわざを知る必要があります。教会も同じです。みわざを知る必要があります。教会も同じです。
　しかしながら「イスラエル人もまた」とありま　しかしながら「イスラエル人もまた」とありま
すから、彼らのうちにも不平があって、それがくすから、彼らのうちにも不平があって、それがく
すぶっていたのでしょう。主への従順を説くどこすぶっていたのでしょう。主への従順を説くどこ
ろが同調してしまったのです。自分の思いを代弁ろが同調してしまったのです。自分の思いを代弁
してくれる人がいても、簡単には乗らずに主にしてくれる人がいても、簡単には乗らずに主に
祈って聞くべきです。祈って聞くべきです。
　「エジプトで、ただで魚を食べていた」とあり　「エジプトで、ただで魚を食べていた」とあり
ます。これは事実を曲げています。奴隷として搾ます。これは事実を曲げています。奴隷として搾
取されていて、とても「ただで」食べれる状態で取されていて、とても「ただで」食べれる状態で
はありませんでした。不平を持つと人は自分の主はありませんでした。不平を持つと人は自分の主
張を正当化するために、事実を曲げる傾向にある張を正当化するために、事実を曲げる傾向にある
ので注意が必要です。ので注意が必要です。
　「何もなく、ただ、このマナを見るだけだ。」　「何もなく、ただ、このマナを見るだけだ。」
とあります。何もないのではなく、マナがあるのとあります。何もないのではなく、マナがあるの
です。必要が与えられていても、ないと思い込みです。必要が与えられていても、ないと思い込み
ます。またマナは神様からのすばらしい恵で、かます。またマナは神様からのすばらしい恵で、か
つて主の驚くべきみわざによって与えられたものつて主の驚くべきみわざによって与えられたもの
です。「おいしい」とも書いてあります。実際にです。「おいしい」とも書いてあります。実際に
与えられている恵を無視してしまっています。与えられている恵を無視してしまっています。
　このように私たちは不平の虜になってしまいや　このように私たちは不平の虜になってしまいや
すい弱さを持っています。生い立ち、家庭、教会すい弱さを持っています。生い立ち、家庭、教会、、
生活、学校などで、不平に陥りやすい状況に気づ生活、学校などで、不平に陥りやすい状況に気づ
いたなら、または不平に陥っているなら、主に聞いたなら、または不平に陥っているなら、主に聞
いて、まずは自分の思いを吟味しましょう。いて、まずは自分の思いを吟味しましょう。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　７日　月曜

　民数



　11:9 夜、宿営に露が降りるとき、マナもそ
れと一緒に降りて来た。
11:10 モーセは、民がその家族ごとに、それ
ぞれ自分の天幕の入り口で泣くのを聞いた。
【主】の怒りは激しく燃え上がった。このこ
とは、モーセにとって辛いことであった。
11:11 それで、モーセは【主】に言った。
「なぜ、あなたはしもべを苦しめられるので
すか。なぜ、私はあなたのご好意を受けられ
ないのですか。なぜ、この民全体の重荷を私
に負わされるのですか。
11:12 私がこのすべての民をはらんだので
しょうか。私が彼らを産んだのでしょうか。
それなのになぜ、あなたは私に、『乳母が乳
飲み子を抱きかかえるように、彼らをあなた
の胸に抱き、わたしが彼らの父祖たちに誓っ
た地に連れて行け』と言われるのですか。
11:13  どこから私は肉を得て、この民全体に
与えられるでしょうか。彼らは私に泣き叫び、
『肉を与えて食べさせてくれ』と言うのです。
11:14 私一人で、この民全体を負うことはで
きません。私には重すぎます。
11:15 私をこのように扱われるのなら、お願
いです、どうか私を殺してください。これ以
上、私を悲惨な目にあわせないでくださ
い。」
11:16 【主】はモーセに言われた。「イスラ
エルの長老たちのうちから、民の長老で、あ
なたが民のつかさと認める者七十人をわたし
のために集めよ。そして、彼らを会見の天幕
に連れて来て、そこであなたのそばに立たせ
よ。
11:17 わたしは降りて行って、そこであなた

と語り、あなたの上にある霊から一部を
取って彼らの上に置く。それで彼らも民の
重荷をあなたとともに負い、あなたがたっ
た一人で負うことはなくなる。
11:18 あなたは民に言わなければならない。
明日に備えて身を聖別しなさい。あなたが
たは肉を食べられる。あなたがたが泣いて、
【主】に対して『ああ、肉が食べたい。エ
ジプトは良かった』と言ったからだ。
【主】が肉を下さる。あなたがたは肉を食
べられるのだ。
11:19 あなたがたが食べるのは、ほんの一日
や二日や五日や十日や二十日ではなく、
11:20 一か月もであって、ついには、あなた
がたの鼻から出て来て、吐き気をもよおす
ほどになる。それは、あなたがたのうちに
おられる【主】をないがしろにして、その
御前で泣き、『いったい、なぜ、われわれ
はエジプトから出て来たのか』と言ったか
らだ。」
11:21 しかしモーセは言った。「私と一緒に
いる民は、徒歩の男子だけで六十万人です。
しかもあなたは、彼らに肉を与え、一か月
の間食べさせる、と言われます。
11:22 彼らのために羊の群れ、牛の群れが屠
られても、それは彼らに十分でしょうか。
彼らのために海の魚が全部集められても、
彼らに十分でしょうか。」
11:23 【主】はモーセに答えられた。「この
【主】の手が短いというのか。わたしのこ
とばが実現するかどうかは、今に分か
る。」

　人々をまとめて導くというのは大変な苦労です　人々をまとめて導くというのは大変な苦労です。。
それは神の群れも一緒です。モーセでさえ「このそれは神の群れも一緒です。モーセでさえ「この

民全体を導くことはできません。民全体を導くことはできません。......殺してくだ殺してくだ
さい。」とまで言っています。このような者さい。」とまで言っています。このような者
の悩みを主は分ってくださいます。そして解の悩みを主は分ってくださいます。そして解
決を与えてくださるのです。決を与えてくださるのです。
　主はモーセの否定的なことばに付き合うこ　主はモーセの否定的なことばに付き合うこ
とをせずに、解決の約束を与えてくだいましとをせずに、解決の約束を与えてくだいまし
た。その解決はモーセが理解できなくても現た。その解決はモーセが理解できなくても現
実となります。実となります。
　主に苦しい胸の内をさらけ出しつつも、主　主に苦しい胸の内をさらけ出しつつも、主
の解決に期待しましょう。主は必ず出口と希の解決に期待しましょう。主は必ず出口と希
望を与えてくださいます。望を与えてくださいます。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　８日　火曜

 民数



　11:24 モーセは出て行って、【主】のこと
ばを民に語った。そして民の長老たちのうち
から七十人を集め、彼らを天幕の周りに立た
せた。
11:25 すると【主】は雲の中にあって降りて
来て、モーセと語り、彼の上にある霊から一
部を取って、その七十人の長老に与えられた。
その霊が彼らの上にとどまると、彼らは預言
した。しかし、重ねてそれをすることはな
かった。
11:26 そのとき、二人の者が宿営に残ってい
た。一人の名はエルダデ、もう一人の名はメ
ダデであった。彼らの上にも霊がとどまった。
彼らは長老として登録された者たちだったが、
天幕へは出て行かなかったのである。彼らは
宿営の中で預言した。
11:27 それで、一人の若者が走って来て、
モーセに告げた。「エルダデとメダデが宿営
の中で預言しています。」
11:28 若いときからモーセの従者であったヌ
ンの子ヨシュアは答えて言った。「わが主、
モーセよ。彼らをやめさせてください。」
11:29 モーセは彼に言った。「あなたは私の
ためを思って、ねたみを起こしているのか。
【主】の民がみな、預言者となり、【主】が
彼らの上にご自分の霊を与えられるとよいの
に。」
11:30 それから、モーセとイスラエルの長老
たちは、宿営に戻った。
　11:31 さて、【主】のもとから風が吹き、
海からうずらを運んで来て、宿営の近くに落
とした。それは宿営の周り、どちらの側にも
約一日の道のりの範囲で、地面から約二キュ

ビトの高さになった。
11:32 民は、その日は終日終夜、次の日も終
日出て行ってうずらを集めた。集めたのが
最も少なかった者でも、十ホメルほど集め
た。彼らはそれらを自分たちのために、宿
営の周囲に広げておいた。
11:33 肉が彼らの歯の間にあって、まだかみ
終わらないうちに、【主】の怒りが民に向
かって燃え上がり、【主】は非常に激しい
疫病で民を打たれた。
11:34 その場所の名はキブロテ・ハ・タアワ
と呼ばれた。欲望にかられた民が、そこに
埋められたからである。
11:35 キブロテ・ハ・タアワから、民はハ
ツェロテに進んで行った。そしてハツェロ
テにとどまった。 

　民が持っていた、主とモーセへの不満は解決さ　民が持っていた、主とモーセへの不満は解決さ
れました。多くのうずらが飛んで来て、飽きるほれました。多くのうずらが飛んで来て、飽きるほ
ど食べることができたのです。しかしそれは疫病ど食べることができたのです。しかしそれは疫病
への前兆でした。もしかしたらうずらがその原因への前兆でした。もしかしたらうずらがその原因
であったのかもしれません。主への不平不満からであったのかもしれません。主への不平不満から
くる欲望が満たされたからといって、喜ぶことはくる欲望が満たされたからといって、喜ぶことは
できません。それは苦難の始まりかもしれないのできません。それは苦難の始まりかもしれないの
です。です。
　ここにある神様の怒りは、厳しすぎると感じる　ここにある神様の怒りは、厳しすぎると感じる
かも知れません。ただここでは、民の全部が打たかも知れません。ただここでは、民の全部が打た
れたのではありませんでした。滅びに値するようれたのではありませんでした。滅びに値するよう
な者たちが打たれたと考えられます。この荒野でな者たちが打たれたと考えられます。この荒野で
神に背き、エジプトに帰るなどど言って民を扇動神に背き、エジプトに帰るなどど言って民を扇動
することは、民全体の命に関わる罪だからです。することは、民全体の命に関わる罪だからです。
　これは新約時代も一緒です。救われる前の状態　これは新約時代も一緒です。救われる前の状態
に戻るように、民を扇動して前進を妨げることをに戻るように、民を扇動して前進を妨げることを、、
主は容認することはないのです。主は容認することはないのです。
　　3030節までの内容が、なぜここにあるのかはまだ節までの内容が、なぜここにあるのかはまだ
明確ではありません。きっと神様のさばきという明確ではありません。きっと神様のさばきという
厳粛なできごとを民が正しく受け止めるために、厳粛なできごとを民が正しく受け止めるために、
主の預言が必要であり、またそれをモーセ主の預言が必要であり、またそれをモーセ 11人で人で

負うのではなく、長老たちもモーセを理解で負うのではなく、長老たちもモーセを理解で
きるように、一致する必要があったのかもしきるように、一致する必要があったのかもし
れません。モーセは自分の権威よりも、主にれません。モーセは自分の権威よりも、主に
ある一致を大切にしました。ある一致を大切にしました。
　このように共同体の解決のためには、話し　このように共同体の解決のためには、話し
合いの前に聖霊を求め、聖霊に満たされ導か合いの前に聖霊を求め、聖霊に満たされ導か
れることが重要です。れることが重要です。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　
　　

　９日　水曜

　民数



　12:1 そのとき、ミリアムとアロンは、モー
セが妻としていたクシュ人の女のことで彼を
非難した。モーセがクシュ人の女を妻として
いたからである。
12:2 彼らは言った。「【主】はただモーセと
だけ話されたのか。われわれとも話されたの
ではないか。」【主】はこれを聞かれた。
12:3 モーセという人は、地の上のだれにもま
さって柔和であった。
12:4 【主】は突然、モーセとアロンとミリア
ムに、「あなたがた三人は会見の天幕のとこ
ろへ出よ」と言われた。そこで彼ら三人は出
て行った。
12:5 【主】は雲の柱の中にあって降りて来ら
れ、天幕の入り口に立って、アロンとミリア
ムを呼ばれた。二人が出て行くと、
12:6 主は言われた。「聞け、わたしのことば
を。もし、あなたがたの間に預言者がいるな
ら、【主】であるわたしは、幻の中でその人
にわたし自身を知らせ、夢の中でその人と語
る。
12:7 だがわたしのしもべモーセとはそうでは
ない。彼はわたしの全家を通じて忠実な者。
12:8 彼とは、わたしは口と口で語り、明らか
に語って、謎では話さない。彼は【主】の姿
を仰ぎ見ている。なぜあなたがたは、わたし
のしもべ、モーセを恐れず、非難するの
か。」

　モーセは最も身近な者からの批判にさらされまし　モーセは最も身近な者からの批判にさらされまし
た。理由は「クシュ人の女を妻としていた」というた。理由は「クシュ人の女を妻としていた」という
ことがはじめのものですが、その後、彼らの本音がことがはじめのものですが、その後、彼らの本音が
出てきます。出てきます。「「【主】はただモーセとだけ話され【主】はただモーセとだけ話され
たのか。われわれとも話されたのではないか。」とたのか。われわれとも話されたのではないか。」と

いうのです。つまり動機はねたみなのです。近しいうのです。つまり動機はねたみなのです。近し
い者は協力者にもなれば、時にはこのように妨げい者は協力者にもなれば、時にはこのように妨げ
にもなるものです。親しいからといって人間的なにもなるものです。親しいからといって人間的な
感覚で交わるのではなく、主の聖霊によって交わ感覚で交わるのではなく、主の聖霊によって交わ
る必要があります。る必要があります。
　人は批判のためには、どんなことでも問題視し　人は批判のためには、どんなことでも問題視し
たくなります。クシュ人は異邦人でしたが、主にたくなります。クシュ人は異邦人でしたが、主に
従う者となっており、これは神様も認めるところ従う者となっており、これは神様も認めるところ
でした。モーセだけではなく、自分たちも同じよでした。モーセだけではなく、自分たちも同じよ
うに主に語られるのだという主張に対しては、主うに主に語られるのだという主張に対しては、主
御自信がモーセは特別であることを証しなさいま御自信がモーセは特別であることを証しなさいま
した。した。
　私たちも決して主の働き人をねたむことのない　私たちも決して主の働き人をねたむことのない
ようにしましょう。主はそれぞれに尊い働きを与ようにしましょう。主はそれぞれに尊い働きを与
えておられるのですから、その使命を真心で全うえておられるのですから、その使命を真心で全う
するなら、指導者にまさる賞賛を与えてくださるするなら、指導者にまさる賞賛を与えてくださる
のです。のです。
　また、時に　また、時にはモーセのように批判されることもはモーセのように批判されることも
あるでしょうが、モーセのように「謙遜」にしまあるでしょうが、モーセのように「謙遜」にしま
しょう。自分ではなく、主が弁護してくださいましょう。自分ではなく、主が弁護してくださいま
す。す。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　１０日　木曜

　民数



　12:9 【主】の怒りが彼らに向かって燃え上
がり、主は去って行かれた。
12:10 雲が天幕の上から離れ去ると、見よ、
ミリアムは皮膚がツァラアトに冒され、雪の
ようになっていた。アロンがミリアムの方を
振り向くと、見よ、彼女はツァラアトに冒さ
れていた。
12:11 アロンはモーセに言った。「わが主よ。
どうか、私たちが愚かにも陥ってしまった罪
の罰を、私たちに負わせないでください。
12:12 どうか、彼女を、肉が半ば腐って母の
胎から出て来る死人のようにしないでくださ
い。」
12:13 モーセは【主】に叫んだ。「神よ、ど
うか彼女を癒やしてください。」
12:14 しかし【主】はモーセに言われた。
「もし彼女の父が彼女の顔に唾したら、彼女
は七日間、恥をかかされることにならないか。
彼女を七日間、宿営の外に締め出しておかな
ければならない。その後で彼女は戻ることが
できる。」
12:15 それでミリアムは七日間、宿営の外に
締め出された。民はミリアムが戻るまで旅立
たなかった。
12:16 それから民はハツェロテを旅立ち、パ
ランの荒野に宿営した。

　　1212章章 11節には「ミリヤムとアロンは…非難し節には「ミリヤムとアロンは…非難し
た。」とありますが、この動詞が女性の変化形とた。」とありますが、この動詞が女性の変化形と
なっていることから、彼女が首謀者であることがわなっていることから、彼女が首謀者であることがわ
かります。神様はその罪を示すためにかります。神様はその罪を示すために皮膚の病気を皮膚の病気を
与えました。アロンは姉ミリヤムのためにモーセに与えました。アロンは姉ミリヤムのためにモーセに
願い、モーセはいやしを祈りました。彼の祈りは願い、モーセはいやしを祈りました。彼の祈りは
「叫んで」とありますから、真剣で熱心なものでし「叫んで」とありますから、真剣で熱心なものでし
た。た。

　　モーセは自分を非難した者のために必死でとりモーセは自分を非難した者のために必死でとり
なしたのです。ここに人を導く者の資質がありまなしたのです。ここに人を導く者の資質がありま
す。このようになりたいものですし、そうでなけす。このようになりたいものですし、そうでなけ
れば主の使命は全うできないでしょう。聖霊によれば主の使命は全うできないでしょう。聖霊によ
る愛が必要です。る愛が必要です。
　ミリヤムにはモーセのようになりたいという思　ミリヤムにはモーセのようになりたいという思
いがあり、彼女のプライドが批判の動機でしたがいがあり、彼女のプライドが批判の動機でしたが、、
結果的にはプライドどころか、「恥」を身に受け結果的にはプライドどころか、「恥」を身に受け
ることになりました。誰でも自分を高くしようとることになりました。誰でも自分を高くしようと
するなら、逆の結果を受けるのです。するなら、逆の結果を受けるのです。
　ツァラアトは伝染性の病であるので隔離が必要　ツァラアトは伝染性の病であるので隔離が必要
でした。でした。11人の反逆によって民全体の前進が妨げ人の反逆によって民全体の前進が妨げ
られましたが、それはミリヤムを捨て置くことはられましたが、それはミリヤムを捨て置くことは
できないからです。ここにもまた共同体の姿があできないからです。ここにもまた共同体の姿があ
りますす。りますす。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　１１日　金曜

　民数



　13:1 【主】はモーセに告げられた。
13:2 「人々を遣わして、わたしがイスラエル
の子らに与えようとしているカナンの地を偵
察させよ。父祖の部族ごとに一人ずつ、族長
を遣わさなければならない。」
13:3 モーセは、【主】の命により、パランの
荒野から彼らを遣わした。彼らはみな、イス
ラエルの子らのかしらであった。
13:4 彼らの名は次のとおりである。ルベン部
族からはザクルの子シャムア。
13:5 シメオン部族からはホリの子シャファテ。
13:6 ユダ部族からはエフンネの子カレブ。
13:7 イッサカル部族からはヨセフの子イグア
ル。
13:8 エフライム部族からはヌンの子ホセア。
13:9 ベニヤミン部族からはラフの子パルティ。
13:10 ゼブルン部族からはソディの子ガディ
エル。
13:11 ヨセフ部族、すなわちマナセ部族から
はスシの子ガディ。
13:12 ダン部族からはゲマリの子アンミエル。
13:13 アシェル部族からはミカエルの子セト
ル。
13:14 ナフタリ部族からはボフシの子ナフビ。
13:15 ガド部族からはマキの子ゲウエル。
13:16 以上が、モーセがその地の偵察のため
に遣わした者の名である。モーセはヌンの子
ホセアをヨシュアと名づけた。
13:17 モーセは、カナンの地の偵察のために
彼らを遣わして言った。「向こうに上って
行ってネゲブに入り、山地に行き、
13:18 その地がどんなであるか、調べてきな
さい。そこに住んでいる民が強いか弱いか、

少ないか多いか、
13:19 また彼らが住んでいる土地はどうか、
それが良いか悪いか、彼らが住んでいる
町々はどうか、それらは宿営か、それとも
城壁の町か、
13:20 土地はどうか、それは肥えているか痩
せているか、そこには木があるかないか。
勇気を出して、その地の果物を取って来な
さい。」その季節は初ぶどうの熟すころで
あった。
13:21 それで、彼らは上って行き、ツィンの
荒野からレボ・ハマテのレホブまで、その
地を偵察した。
13:22 彼らは上って行ってネゲブに入り、ヘ
ブロンまで行った。そこにはアナクの子孫
であるアヒマンと、シェシャイと、タルマ
イがいた。ヘブロンはエジプトのツォアン
より七年前に建てられていた。
13:23 彼らはエシュコルの谷まで来て、そこ
でぶどうが一房ついた枝を切り取り、二人
で棒で担いだ。また、ざくろやいちじくの
木からも切り取った。
13:24 その場所は、イスラエルの子らがそこ
で切り取ったぶどうの房にちなんで、エ
シュコルの谷と呼ばれた。

　カナンの地に偵察に行ったこれらの人々は、後　カナンの地に偵察に行ったこれらの人々は、後
に不信仰に陥るのですが、ここに名前が銘記されに不信仰に陥るのですが、ここに名前が銘記され
ています。主の前には栄誉も、また恥も明かにさています。主の前には栄誉も、また恥も明かにさ
れることを肝に銘じましょう。れることを肝に銘じましょう。
　この偵察は民が願ってのことです（申命記）が　この偵察は民が願ってのことです（申命記）が、、
それを主は受け入れてくださいました。私たちがそれを主は受け入れてくださいました。私たちが
将来の希望とチャレンジを知ることは、信仰を働将来の希望とチャレンジを知ることは、信仰を働
かせる機会になるからです。イスラエルの希望のかせる機会になるからです。イスラエルの希望の
地は、確かにすばらしいところで、ぶどうでさえ地は、確かにすばらしいところで、ぶどうでさえ
も二人で担ぐほど大きな実が生る肥沃な地でしたも二人で担ぐほど大きな実が生る肥沃な地でした。。

　主が計画されていることはすばらしいのだ　主が計画されていることはすばらしいのだ
と、主に信頼しましょう。信頼しきれない場と、主に信頼しましょう。信頼しきれない場
合もあるかもしれません。その時は祈りや賛合もあるかもしれません。その時は祈りや賛
美の中で、その希望を見せていただきましょ美の中で、その希望を見せていただきましょ
う。それくらいの課題を持って礼拝に望みまう。それくらいの課題を持って礼拝に望みま
しょう。主は必ず答えてくださいます。しょう。主は必ず答えてくださいます。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？

　１２日　土曜

　民数



　

　13:25 四十日の終わりに、彼らはその地の
偵察から戻った。
13:26 彼らは、パランの荒野のカデシュにい
るモーセとアロンおよびイスラエルの全会衆
のところにやって来て、二人と全会衆に報告
をし、その地の果物を見せた。
13:27 彼らはモーセに語った。「私たちは、
あなたがお遣わしになった地に行きました。
そこには確かに乳と蜜が流れています。そし
て、これがそこの果物です。
13:28 ただ、その地に住む民は力が強く、そ
の町々は城壁があって非常に大きく、そのう
え、そこでアナクの子孫を見ました。
13:29 アマレク人がネゲブの地方に住んでい
て、ヒッタイト人、エブス人、アモリ人が山
地に、カナン人が海岸とヨルダンの川岸に住
んでいます。」
13:30 そのとき、カレブがモーセの前で、民
を静めて言った。「私たちはぜひとも上って
行って、そこを占領しましょう。必ず打ち勝
つことができます。」
13:31 しかし、彼と一緒に上って行った者た
ちは言った。「あの民のところには攻め上れ
ない。あの民は私たちより強い。」
13:32 彼らは偵察して来た地について、イス
ラエルの子らに悪く言いふらして言った。
「私たちが行き巡って偵察した地は、そこに
住む者を食い尽くす地で、そこで見た民はみ
な、背の高い者たちだ。
13:33 私たちは、そこでネフィリムを、ネ
フィリムの末裔アナク人を見た。私たちの目
には自分たちがバッタのように見えたし、彼
らの目にもそう見えただろう。」

　信仰を持って勝利を確信する者と、不信仰から　信仰を持って勝利を確信する者と、不信仰から
敗北を決め込む者の違いがここに表れています。敗北を決め込む者の違いがここに表れています。
ただし、何でも信じれば勝利できるのかというとただし、何でも信じれば勝利できるのかというと、、
そうではありません。このカナンの地は主が約束そうではありません。このカナンの地は主が約束
してくださったものです。そこに至るまでに多くしてくださったものです。そこに至るまでに多く
の主の愛と力あるみわざを体験しているのです。の主の愛と力あるみわざを体験しているのです。
そもそも出エジプトの出来事も、この約束の地にそもそも出エジプトの出来事も、この約束の地に
向かう第一歩でありました。向かう第一歩でありました。
　それでヨシュアとカレブは、自分たちの力より　それでヨシュアとカレブは、自分たちの力より
も主の約束と力を信じたのです。何よりも勝利はも主の約束と力を信じたのです。何よりも勝利は
主が戦ってくださるかどうかにかかっています。主が戦ってくださるかどうかにかかっています。
ですからカナンの地は勝ち取ったも同然なのですですからカナンの地は勝ち取ったも同然なのです。。
　一方、占領に反対した人たちは、主の約束も主　一方、占領に反対した人たちは、主の約束も主
の力も信じないで、勝利は人間の力と思いこんでの力も信じないで、勝利は人間の力と思いこんで
しまいました。そうすると、何もかもが恐怖につしまいました。そうすると、何もかもが恐怖につ
ながります。実際よりも状況が難しいかのようにながります。実際よりも状況が難しいかのように、、
「悪くいいふらして言った」のです。「悪くいいふらして言った」のです。
　まずは祈って、主からの約束をいただきましょ　まずは祈って、主からの約束をいただきましょ
う。そしてこれまで良くしてくださったことを思う。そしてこれまで良くしてくださったことを思
い起こし、忘れずに、主の慈しみを信じましょうい起こし、忘れずに、主の慈しみを信じましょう。。
勝利が約束されているのに、それを得るための勝利が約束されているのに、それを得るための
チャレンジをしないのはもったいないことです。チャレンジをしないのはもったいないことです。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　１３日　日曜

　民数


